
　

今
年
３
月
に
植
栽
用
地
整
備

工
事
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

３
月
１８
日
㈪
に
三
宅
村
友
好
・

交
流
協
会
の
主
催
で
「
三
宅
村

　

４
月
９
日
、

三
宅
村
立
三
宅

小
学
校
、
三
宅

村
立
三
宅
中
学

校
、
東
京
都
立

三
宅
高
等
学
校

に
て
そ
れ
ぞ
れ

入
学
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
入

学
式
で
は
、
在

校
生
や
来
賓
な

ど
が
拍
手
で
迎

え
る
中
、
新
１

年
生
は
少
し
緊

張
の
面
持
ち
で

　

昨
年
、
小
金
井
市
と
三
宅
村
は
友
好
都
市
盟
約
締
結
４０
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
、

小
金
井
市
と
三
宅
村
の
友
好
親
善
の
一
層
の
発
展
と
三
宅
村
の
観
光
振
興
の
推
進
を
目
的
と
し
た

三
宅
村
千
本
さ
く
ら
植
栽
事
業
も
本
格
始
動
し
ま
し
た
。

事
務
次
官
、
稲
葉
孝
彦
小
金
井

三
宅
島
友
好
協
会
長
、
神
島
せ

つ
子
小
金
井
三
宅
島
友
好
協
会

顧
問
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
３

本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
植
樹
し

ま
し
た
。

　

当
日
、
公
務
に
て
欠
席
さ
れ

た
西
岡
真
一
郎
小
金
井
市
長
か

ら
は
「
平
成
2８
年
に
始
ま
っ
た

三
宅
村
千
本
さ
く
ら
植
栽
事
業

は
、
三
宅
島
に
桜
の
苗
木
を
植

樹
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
宅
村

民
と
小
金
井
市
民
の
友
情
を
さ

ら
に
深
め
な
が
ら
三
宅
島
の
観

光
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い

う
想
い
を
も
っ
て
始
め
ら
れ
た

事
業
で
す
。今
後
、こ
の
桜
が
三

宅
村
と
小
金
井
市
の
友
好
・
親

善
を
象
徴
す
る
よ
う
に
強
く
根

を
張
り
、
次
世
代
へ
受
け
継
が

れ
る
未
来
へ
の
希
望
の
象
徴
と

な
る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

開
花
す
る
ま
で
に
は
少
し
時

間
が
か
か
る
見
込
み
で
す
が
、

小
金
井
市
と
の
「
友
好
の
桜
」

の
開
花
を
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

　

三
宅
島
民
生
児
童
委
員
協
議

会
は
三
宅
村
・
御
蔵
島
村
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

会
は
規
約
の
中
で
民
生
委
員

法
第
2４
条
に
定
め
る
「
任
務
の

遂
行
と
会
員
相
互
の
意
思
の
疎

通
を
図
り
、
も
っ
て
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
の
職
務
を

円
滑
に
遂
行
し
、
地
域
福
祉
の

増
進
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活

動
は
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
民
生

委
員
と
し
て
、
生
活
の
不
安
、

福
祉
全
般
に
か
か
る
相
談
・
支

援
や
介
護
の
問
題
、
障
が
い
の

悩
み
な
ど
。
ま
た
、
児
童
委
員

と
し
て
、
妊
娠
中
の
心
配
や
子

育
て
の
不
安
、
い
じ
め
や
最
近

特
に
多
く
な
っ
て
き
た
虐
待
の

問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に

耳
を
傾
け
て
、
そ
の
内
容
に
応

じ
て
適
切
な
関
係
機
関
に
よ
る

支
援
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
を
し

て
い
ま
す
。

　

５
月
１2
日
㈰
は
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す
。

民
生
委
員
制
度
創
設
６０
周
年
を

期
し
て
昭
和
５2
年
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
以
降
毎
年
５
月
１2
日

か
ら
の
１
週
間
を
活
動
強
化
週

間
と
位
置
づ
け
、
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

本
協
議
会
は
パ
レ
ー
ド
な
ど

で
委
員
全
員
が
上
京
し
ま
す
の

で
、
１
週
間
遅
れ
で
５
月
2０
日

㈪
か
ら
2４
日
㈮
ま
で
、
村
役
場

１
階
ロ
ビ
ー
で
活
動
内
容
の
展

示
を
し
て
い
ま
す
。

千
本
さ
く
ら
植

栽
事
業
記
念
植

樹
式
」
を
旧
三

七
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
植
樹
祭

に
は
島
外
か
ら

太
田
昭
宏
衆
議

院
議
員
、
竹
谷

と
し
子
参
議
院

議
員
、
石
原
宏

高
衆
議
院
議
員

秘
書
、
三
宅
正

彦
東
京
都
議
会

議
員
、
森
本
英

香
環
境
省
環
境

　

３
月
2８
日
、
三
宅
島
漁
業
協

同
組
合
で
三
宅
島
漁
業
後
継
者

育
成
対
策
事
業
長
期
研
修
生
で

あ
る
中
島
竜
希
さ
ん
の
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
式
に
は
櫻
田
昭
正
村

長
・
渡
邊
俊
夫
三
宅
支
庁
長
を

は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
が
出

席
し
、
中
島
さ
ん
の
親
方
で
あ

る
古
谷
船
長
な
ど
か
ら
激
励
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業

後
、
中
島
さ
ん
は
自
ら
の
船

「
大
竜
丸
」
を
持
ち
、
一
人
前

の
漁
師
と
し
て
独
立
し
ま
す
。

　

最
後
に
記
念
品
と
し
て
贈
ら

れ
た
大
漁
旗
と
共
に
船
の
前
で

関
係
者
ら
と
記
念
写
真
を
撮

り
、
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

三
宅
島
漁
業
後
継
者
育
成
対

策
事
業
で
は
今
後
も
漁
業
後
継

者
を
育
成
す
る
た
め
研
修
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
島
漁
業

協
同
組
合
☎
⑤
０
０
１
１
。

入
場
し
ま
し
た
が
、
入
学
児
童

呼
名
で
は
元
気
よ
く
返
事
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
小
学
校
１７
人
、
中

学
校
１３
人
、
高
校
６
人
、
計
３６

人
の
新
入
生
が
人
生
の
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

東
京
の
島
々
を
結
ぶ
ヘ
リ
コ

ミ
ュ
ー
タ
ー
「
東
京
愛
ら
ん
ど

シ
ャ
ト
ル
」が
、こ
の
た
び
搭
乗

者
４０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
「
東
京
愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル
」

は
産
業
・
観
光
の
振
興
、
離
島

間
の
交
通
体
系
の
整
備
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
平
成
５
年
８
月

に
運
航
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

就
航
以
来
2６
年
、
大
島
・
利

島
・
三
宅
島
・
御
蔵
島
・
八
丈

島
・
青
ヶ
島
の
６
つ
の
島
々
を

結
び
、
島
民
生
活
に
欠
か
せ
な

い
交
通
機
関
と
し
て
定
着
し
て

お
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
東
邦
航
空
株

式
会
社
☎
０３–

３
５
２
２–

３

０
３
１
ま
た
は
公
益
財
団
法
人

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
☎

０３–

５
４
７
２–

６
５
４
６
。

記念植樹式の参加者たち

民生委員・児童委員の連絡先
（平成３１年４月１日現在）

＊阿古地区・神着地区　各々１人欠員です

地　区 委　員　名 電　話

神　着
森下　久美子 ０４９９４－２－０９８８
長谷川万里子 ０４９９４－２－０９４６

伊　豆
山本　登美子 ０４９９４－２－００３３
加 藤 　 民 子 ０４９９４－２－０２２８

伊ヶ谷
髙 松 　 英 夫 ０４９９４－２－０３８３
長谷川利恵美 ０４９９４－２－１１６３

阿　古
平 野 　 長 美 ０４９９４－５－１６０１
浅沼　多津子 ０４９９４－５－００５０

坪　田
石 井 　 節 美 ０４９９４－８－５６３５
木 村 　 吉 行 ０４９９４－６－０１１８
山 崎 　 春 代 ０４９９４－６－００９７

主　任
児童委員

穴原　甲一郎 ０４９９４－２－１２３９
日 下 　 晋 輔 ０４９９４－６－０５２０

記念写真に納まる中島さん（前列左から３人目）ら

小学校の新１年生と保護者ら

中学校の新１年生と保護者ら

東京愛らんどシャトル40万人搭乗記念式典

千
本
さ
く
ら
植
栽
事
業

友
好
親
善
の「
桜
」植
樹

小・中・高で入学式
新入生３６人が新たな一歩

小
金
井
市

三
宅
村

漁業後継者育成対策事業三宅島

中島竜希さんが卒業式長期
研修

５
月
１２
日
㈰

民
生
児
童
委
員
の
日

東
京
愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル

搭
乗
者
４０
万
人
達
成
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・2,386人 （－85人）
・1,555世帯 （－57世帯）

平成31年4月1日現在
※カッコ内は前月1日比

今月の人口と世帯数
（外国人含む）



	

平成３１年３月１１日から平成３１年４月１０日まで

村長室だより

３月１２日 平成３１年第１回三宅村議会定例会
出席

１３日 平成３１年第１回三宅村議会定例会
出席

１４日 平成３１年第１回三宅村議会定例会
出席

１５日 三宅村立三宅中学校卒業式
１８日 三宅村１０００本さくら植栽事業記念

植樹式
１９日 東京都島嶼町村会次長来庁対応
２２日 三宅村立三宅小学校卒業式
２５日 三宅村立みやけ保育園卒園式
２６日 東京都港湾局離島港湾部計画課課

長補佐来庁対応
２７日 東京都漁業調査指導船「やしお」

の公開についての説明
２８日 三宅島漁業協同組合通常総会、三

宅島漁業後継者育成対策事業長期
研修卒業式出席、新中央航空株式
会社専務及び営業部長来庁対応

２９日 平成３１年第１回三宅村議会定例会
出席

４月４日 東京都島しょ農林水産総合センター
本所長来庁対応、東京都漁業調査指
導船「やしお」船内公開出席

５日 三宅村立みやけ保育園入園式出席
９日 三宅村立三宅小学校入学式、三宅

村立三宅中学校入学式、東京都立
三宅高等学校入学式出席

　

先
月
は
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
で
し
た
が
、
今
月
は
ア
シ
タ

バ
に
関
す
る
平
成
30
年
度
試
験

結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
、
ア
シ
タ
バ
の
適
切
な

植
栽
間
隔
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
２

０
１
７
年
11
月
に
播
種
し
、
プ

ラ
グ
ト
レ
イ
で
育
苗
し
た
苗

を
、
２
０
１
８
年
３
月
に
２
・

４
㍍
×
２
・
０
㍍
の
試
験
区
内

（
通
路
含
む
）
に
条
間
、
株
間

と
も
に
10
㌢
㍍
、
15
㌢
㍍
、
20

㌢
㍍
と
し
て
植
栽
し
ま
し
た
。

　

【
統
括
課
長
級
】
監
査
委
員

事
務
局
併
任
解
除
・
総
務
課
統

括
課
長
兼
総
務
課
長
・
会
計
管

会
計
管
理
者
解
除
・
福
祉
健
康

課
医
療
担
当
課
長
＝
山
上
知

良
、
観
光
産
業
課
長
併
農
業
委

員
会
事
務
局
兼
企
業
出
納
員
兼

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
担
当
＝
浅
沼
信
彦

　

【
課
長
補
佐
級
】
監
査
委
員

事
務
局
併
任
解
除
・
総
務
課
課

長
補
佐
兼
庶
務
係
長
併
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
兼
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
連
絡

調
整
担
当
＝
大
橋
亮
太
（
昇

任
）
、
総
務
課
課
長
補
佐
兼
人

事
係
長
＝
浅
沼
い
づ
み
（
昇

任
）
、
企
画
財
政
課
地
方
創
生

推
進
担
当
兼
務
解
除
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
連

絡
調
整
担
当
兼
務
解
除
・
企
画

財
政
課
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

併
監
査
委
員
事
務
局
＝
野
村
英

正
（
昇
任
）
、
村
民
課
課
長
補

佐
兼
保
険
係
長
＝
原
田
昌
寛
、

福
祉
健
康
課
課
長
補
佐
兼
福
祉

係
長
＝
寺
澤
茂
（
昇
任
）
、
農

業
委
員
会
事
務
局
併
任
解
除
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
連
絡
調
整
担
当
兼
務
解

除
・
地
域
整
備
課
課
長
補
佐
兼

環
境
整
備
係
長
＝
長
谷
川
亘

　

【
係
長
級
】
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
兼

務
解
除
・
総
務
課
会
計
係
長
＝

早
川
直
伸
（
昇
任
）
、
企
画
財

政
課
企
画
情
報
係
長
・
兼
企
画

財
政
課
地
方
創
生
推
進
担
当
兼

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
連
絡
調
整
担
当
＝
菊
池
和

式
、
企
画
財
政
課
財
政
担
当
係

長
併
監
査
委
員
事
務
局
＝
岩
本

卓
大
（
昇
任
）
、
村
民
課
税
務

係
長
＝
鎌
田
淳
史
、
教
育
委
員

会
出
向
解
除
・
村
民
課
滞
納
整

理
担
当
係
長
＝
村
島
雄
二
、
福

祉
健
康
課
医
療
係
長
＝
佐
久
間

啓
介
（
昇
任
）
、
観
光
産
業
課

農
林
水
産
係
長
併
農
業
委
員
会

事
務
局
兼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
連
絡
調
整
担
当

＝
福
本
剛
士
（
昇
任
）

　

【
主
事
級
】
総
務
課
付
・
公

益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振

興
公
社
出
向
＝
関
口
祥
太
、
総

務
課
防
災
危
機
管
理
係
＝
宮
古

俊
幸
、
教
育
委
員
会
出
向
解

除
・
村
民
課
税
務
係
＝
五
十
嵐

達
哉
、
教
育
委
員
会
出
向
解

除
・
福
祉
健
康
課
医
療
係
＝
中

川
祐
希
、
地
域
整
備
課
環
境
整

備
係
＝
長
田
亜
衣

　

【
技
師
】
観
光
産
業
課
企
業

係
主
任
＝
梶
野
亜
喜
史
（
昇

任
）

　
中
央
診
療
所

　

【
主
任
級
】
福
祉
健
康
課
医

療
係
（
主
任
臨
床
検
査
技
師
）

＝
山
田
美
保
（
昇
任
）

　
消
防
本
部

　

【
主
任
級
】
消
防
本
部
空
港

消
防
係
主
任
＝
平
野
幸
一
郎
、

消
防
本
部
予
防
係
主
任
＝
千
葉　

和
成
（
昇
任
）

　

【
消
防
士
】
消
防
本
部
予
防

係
＝
池
田
健
太
、
消
防
本
部
空

港
消
防
係
＝
平
田
誠
希
（
昇

任
）
、
消
防
本
部
消
防
救
急
係

＝
大
宜
味
俊
介

　
新
規
採
用

　

観
光
産
業
課
農
林
水
産
係
＝

栗
本
裕
崇
、
消
防
本
部
空
港
消

防
係
＝
藏
田
耀
音
、
福
祉
健
康

課
医
療
係
（
主
任
薬
剤
師
）
＝

甘
利
朗
子

　
議
会
事
務
局

　

【
課
長
級
】
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
併
任
解
除
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
連

絡
調
整
担
当
兼
務
解
除
・
議
会

事
務
局
出
向
・
議
会
事
務
局
長

＝
島
村
亜
紀
子
（
昇
任
）

　
教
育
委
員
会

　

【
課
長
級
】
農
業
委
員
会
事

務
局
併
任
解
除
・
企
業
出
納
員

兼
務
解
除
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
兼
務
解

除
・
教
育
委
員
会
出
向
・
教
育

課
長
・
兼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
連
絡
調
整
担
当

＝
長
谷
川
髙
章

　

【
係
長
級
】
教
育
委
員
会
出

向
、
教
育
課
学
校
教
育
係
長
＝

佐
藤
直
樹

　

【
主
任
級
】
教
育
委
員
会
出

向
・
教
育
課
学
校
教
育
係
主
任

＝
飛
永
俊
一
郎
（
昇
任
）

　
定
年
退
職
（
３
月
３１
日
付
）

　

総
務
課
統
括
課
長
＝
佐
久
間

忠
、
教
育
課
長
＝
千
葉
弘
幸

　

４
月
１
日
に
人
事
異
動
発
令

交
付
が
行
わ
れ
、
櫻
田
村
長
か

ら
職
員
に
訓
示
が
あ
り
ま
し

た
。要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

公
務
員
と
し
て
の
私
た
ち
の

身
分
を
保
証
す
る
と
と
も
に
、

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
「
地
方

公
務
員
法
」を
正
し
く
理
解
し
、

公
務
員
と
し
て
の
責
任
と
自
覚

を
今
一
度
し
っ
か
り
と
確
認

し
、
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

職
員
一
人
一
人
が
配
置
さ
れ

た
新
し
い
部
署
で
職
務
に
専
念

す
る
こ
と
に
よ
り
、
役
場
は
組

織
体
と
し
て
機
能
し
、
行
政
の

責
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
年
度
の
初
め
に
あ
た

り
、
今
年
度
の
役
場
、
所
属
の

課
、
個
人
の
目
標
を
定
め
て
、

自
分
の
成
す
べ
き
こ
と
を
し
っ

か
り
と
理
解
し
、
平
成
31
年
度

を
ス
タ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

　

職
務
を
遂
行
す
る
時
に
は
各

上
司
は
部
下
に
対
し
て
、
し
っ

か
り
と
指
示
や
示
唆
を
し
、
部

下
は
上
司
に
気
軽
に
自
分
の
意

見
を
言
え
る
職
場
づ
く
り
を
目

　

平
成
31
年
３
月
12
日
㈫
か
ら

29
日
㈮
ま
で
、
第
１
回
三
宅
村

議
会
が
18
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
平
成
31
年
度

の
村
長
施
政
方
針
の
他
、
村
の

人
口
増
加
を
願
い
、
出
産
・
子

育
て
を
支
援
す
る
た
め
の
「
三

宅
村
子
育
て
応
援
手
当
支
給
条

例
」
や
高
校
生
を
養
育
す
る
方

の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た

「
三
宅
村
高
校
生
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
」
、
出
産

等
に
係
る
交
通
費
を
助
成
し
子

育
て
家
庭
の
負
担
の
軽
減
を
目

的
と
し
た
「
三
宅
村
出
産
に
係

る
交
通
費
の
助
成
条
例
」
、
雄

山
火
口
周
辺
の
立
入
り
規
制
の

緩
和
を
目
的
と
し
た
「
三
宅
村

火
山
ガ
ス
に
対
す
る
安
全
確
保

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
な
ど
条
例
11
件
、

指
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
課

を
超
え
て
他
課
と
の
協
力
・
協

調
を
心
掛
け
、
目
標
、
目
的
を

共
有
化
し
、
個
々
に
役
割
を
積

極
的
に
協
力
的
に
果
た
し
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
上
で
、
役
場
職
員
が
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
確
固
た
る

使
命
感
、
責
任
感
、
価
値
観
を

持
ち
、
職
員
か
ら
信
頼
さ
れ
る

職
員
で
あ
っ
た
時
、
住
民
・
行

政
・
議
会
が
一
体
と
な
り
、
活

力
あ
る
村
づ
く
り
、
島
づ
く
り

に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信

し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
公
務
員
と
し
て
の

服
務
規
律
の
確
保
と
公
務
員
倫

理
の
確
立
に
努
め
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
日
本
の
美
し
い

言
葉
と
言
わ
れ
、
最
も
住
民
の

み
な
さ
ん
に
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
あ
い
さ
つ
用
語
、
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
す
い
ま
せ

ん
」
「
さ
よ
う
な
ら
」
「
は

い
」
「
い
い
え
」
な
ど
を
自
然

に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
努
力

し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
お
互
い
の
心
と
心
を

通
わ
せ
、
楽
し
く
働
き
や
す
い

職
場
を
つ
く
り
、
来
庁
者
に
役

場
か
ら
元
気
と
笑
顔
を
発
信

し
、
誰
も
が
誇
り
に
思
え
る

「
村
づ
く
り
」「
島
づ
く
り
」
を

み
ん
な
で
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
他
、
特
別
会
計
補
正
予
算
８

件
、平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
予
算
７
件
、
三
宅
村

農
業
基
盤
施
設
及
び
交
流
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
６

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
な
ど
８
件
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
質
問
で
は
６
人
の
議

員
か
ら
村
政
に
つ
い
て
18
件
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

理
者
併
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
兼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
連
絡
調
整
担
当
＝
吉

田
稔
彦
、
福
祉
健
康
課
統
括
課

長
兼
福
祉
健
康
課
長
＝
中
村
敏

郎
（
昇
任
）

　

【
課
長
級
】
福
祉
健
康
課
医

療
係
長
事
務
取
扱
解
除
・
企
画

財
政
課
長
併
監
査
委
員
事
務
局

兼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
連
絡
調
整
担
当
＝
芳
賀

雄
一
郎
、
議
会
事
務
局
出
向
解

除
・
村
民
課
長
・
村
民
課
住
民

年
金
係
長
事
務
取
扱
＝
宮
下　

亮
、
村
民
課
住
民
年
金
係
長
事

務
取
扱
解
除
・
福
祉
健
康
課
保

育
園
担
当
課
長
＝
浅
沼
誠
二
、

５
０
株
（
10
条
×
15
列
）
、
96

株
（
８
条
×
12
列
）
と
な
り
ま

し
た
。
株
が
十
分
に
育
っ
た
５

月
21
日
か
ら
収
穫
を
開
始
し
、

11
月
12
日
ま
で
30
㌢
㍍
以
上
の

未
成
熟
葉
を
基
準
と
し
て
、
週

に
２
回
収
穫
し
ま
し
た
。

　

10
㌢
㍍
間
隔
で
植
栽
し
た
場

合
が
最
も
粗
収
量
が
多
く
な
り

ま
し
た
＝
図
＝
。
重
量
で
は
15

㌢
㍍
間
隔
の
約
１
・
４
倍
で
し

た
。
し
か
し
、
葉
の
本
数
に
関

し
て
は
15
㌢
㍍
間
隔
と
比
べ
る

と
約
１
・
７
倍
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
要
因
は
葉
柄
（
「
く

き
」
と
呼
ん
で
い
る
部
分
）
の

太
さ
が
細
く
な
り
、
重
量
が
軽

い
葉
の
本
数
が
増
え
た
た
め
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

結
果
を
ま
と
め
ま
す
と
、
10

㌢
㍍
間
隔
で
植
え
る
と
最
も
収

量
が
多
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
が
、
苗
が
た
く

さ
ん
必
要
に
な
る
、
細
く
て
軽

い
葉
が
増
え
る
た
め
作
業
量
も

増
大
す
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
密
植
す

る
と
病
気
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど

の
害
虫
が
発
生
し
や
す
く
な
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
枯
れ

葉
を
こ
ま
め
に
除
去
し
、
害
虫

は
発
生
初
期
に
見
つ
け
て
早
め

に
対
処
す
る
な
ど
注
意
し
て
栽

培
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
試
験
に
対
す
る
質
問
や
相

談
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
セ

ン
タ
ー
☎
⑥
１
４
１
４
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
植
栽
株
数
は
３

２
２
株
（
14
条
×
23
列
）
、
１

6000
5000
4000
3000
2000
1000
0

粗
収
量（
㎏
／
10ａ
）

太
さ（㎜
）

7.5

7

6.5

6

5.5

5
10㎝間隔

粗収量 太さ

15㎝間隔 20㎝間隔

図　�アシタバの植栽間隔と
粗収量・太さ

「
試
験
成
果
報
告（
ア
シ
タ
バ
）」

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

水
産
農
林

新
年
度 

人
事
異
動
発
令
交
付

櫻
田
村
長
が
職
員
に
訓
示

第
１
回 

三
宅
村
議
会
定
例
会
開
く

人 

事 

異 

動
（
４
月
１
日
付
）

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
三
宅
村
役
場
臨
時
庁
舎
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
】
放
送
内
容
を
確
認
し
た
い
場
合
は
２４
時
間
自
動
音
声
案
内
☎
０
４
９
９
４
⑥
０
８
１
３
。

５
月
は
保
育
料
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
の

納
付
月
。５
月
３１
日
㈮
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

５
月
は
保
育
料
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
の

納
付
月
。５
月
３１
日
㈮
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

広　報　み　や　け （2）2019年（令和元年）5月1日（第590号）



就航率 搭乗率
調布
� ⇒三宅

95.5％
52.8％

三宅
� ⇒調布 70.1％

航空機の運航状況

【問い合わせ】
新中央航空㈱三宅島空港
☎04994-6-0006

（H31.3.1～3.31）

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

■�修学旅行（～１１日）
（中３）

●�みんなでランチ�
【阿古福祉会館】

●特設登記所開設①
●�定期予防接種�
【中央診療所】
●�任意予防接種�
【中央診療所】
■�学校公開�
（～１１日）（小） ●特設登記所開設②

●�春の交通安全の�
つどい

12 13 14 15 16 17 18

■�家庭訪問・職場訪問
（～１７日）（中１）

19 20 21 22 23 24 25

●�三宅島ウォーキング�
【伊豆老人福祉館】

●�みんなでランチ�
【神着老人福祉館】
■�日光移動教室�
（～２５日）（小６）

●�定期予防接種�
【中央診療所】
●�任意予防接種�
【中央診療所】

●�トコロジスト�
養成講座

26 27 28 29 30 31

●�両親学級�
【三宅村文化会館】

■�三宅村学力調査�
（小２～６）
■三宅村学力調査（中） ●５月の納期限 ※■は小中学校の行事

定期予防接種【中央診療所】
・�Ｂ型肝炎・Ｈｉｂ・小児用肺炎球菌・ＤＰＴ－ＩＰＶ・
（ロタ）同時接種���������（１４：３０～１４：５０）
・�Ｂ型肝炎３回目、ＤＰＴ－ＩＰＶ追加、Ｈｉｂ・小
児用肺炎球菌追加��������（１４：５０～１５：００）

・ＭＲ、水痘�����������（１５：００～１５：１０）
・ＢＣＧ�������������（１５：１０～１５：２０）
・日本脳炎・ＤＴ２期�������（１５：２０～１５：４０）
任意予防接種【中央診療所】����（１５：４０～１５：５０）

・�検診、予防接種、子育て相談、健康相談など�
�����福祉健康課 福祉係☎⑤０９０２ 健康係☎⑤０９１１

・村税�������������村民課税務係☎⑤０９８３
・特設登記所������企画財政課企画情報係☎⑤０９８４
� 東京法務局 不動産登記 ☎０３‐５２１３‐１３３０
� 法 人 登 記 ☎０３‐５２１３‐１３３７
・小・中学校予定������三宅村教育委員会☎⑤０９５２
� （※相談の際は関係する資料をご持参ください。）

5月の納期限
・保育料（５月分）
・固定資産税（第１期）
・軽自動車税（全期）

特設登記所①
（９：００～１２：００）（１３：００～１６：００）
特設登記所②
（９：００～１２：００）

2019年5月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

　

梅
雨
は
１
年
の
う
ち
で
も
特

に
体
調
を
崩
し
や
す
い
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
今
回
は
梅
雨
の
時
期

の
体
調
管
理
に
つ
い
て
少
し
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
梅
雨
は
細
菌
の
絶
好

の
繁
殖
時
期
で
す
。
食
中
毒
の

発
生
頻
度
が
多
く
な
る
の
も
こ

の
時
期
で
す
。
対
策
は
、
し
っ

か
り
と
手
洗
い
を
す
る
、
不
特

定
多
数
が
触
る
ド
ア
ノ
ブ
な
ど

の
除
菌
を
す
る
、
食
品
の
保
存

に
関
し
て
も
低
温
・
密
封
で
食

材
保
存
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

　

次
に
ダ
ニ
で
す
。
梅
雨
に
は

ダ
ニ
が
大
繁
殖
す
る
時
期
で

す
。
ダ
ニ
は
人
間
に
噛
み
付
き

ダ
ニ
咬
症
や
感
染
症
を
起
こ
す

他
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
喘
息
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
私
見
で
す

が
三
宅
島
で
は
ダ
ニ
ア
レ
ル
ギ

ー
の
方
が
多
い
気
が
し
ま
す
。

　

一
昔
前
は
天
日
干
し
で
ダ
ニ

駆
除
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ダ
ニ
の
死
滅
温
度
65
度
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
天
日
干
し

で
は
50
～
60
度
程
度
に
し
か
温

度
は
上
が
り
ま
せ
ん
の
で
効
果

が
薄
い
と
い
う
の
が
最
近
の
通

説
で
す
。
ス
チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン

や
布
団
乾
燥
機
な
ど
の
方
が
有

用
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
薬
品

を
使
っ
た
駆
除
は
天
日
干
し
す

る
よ
り
確
実
に
ダ
ニ
を
駆
除
で

き
ま
す
が
、
ダ
ニ
の
駆
除
剤
の

成
分
は
農
薬
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ

り
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る

家
で
は
使
用
が
難
し
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
梅

雨
の
時
期
は
な
ん
と
な
く
疲
れ

や
す
い
と
い
う
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
は
梅
雨
に
は
低
気
圧
と

な
る
た
め
、
人
間
の
体
が
余
分

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
よ

う
と
副
交
感
神
経
を
活
性
化
さ

せ
、
「
だ
る
さ
」
を
発
生
し
、

動
き
が
鈍
く
な
る
た
め
で
す
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
は
体
の
温

度
調
節
が
重
要
で
す
。
服
装
で

冷
え
な
い
よ
う
に
す
る
、
入
浴

時
に
は
ゆ
っ
く
り
温
ま
る
と
い

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

体
調
が
崩
れ
や
す
い
梅
雨
で

す
が
、
皆
さ
ん
各
々
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。

す
。
令
和
元
年
度
分
の
受
け
付

け
は
令
和
元
年
７
月
１
日
か
ら

開
始
さ
れ
、
対
象
期
間
は
令
和

元
年
７
月
か
ら
令
和
２
年
６
月

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
に
な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を

忘
れ
て
い
た
期
間
が
あ
る
方
は

港
年
金
事
務
所
ま
た
は
三
宅
村

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
病
気

や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の
医
療
費

な
ど
の
支
払
い
に
あ
て
る
た
め

被
保
険
者
一
人
一
人
に
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
保

険
料
率
は
２
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
、
東
京
都
内
で
均
一
と
な
り

ま
す
。

　

保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営

の
た
め
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
決
め
方

　

保
険
料
は
被
保
険
者
一
人
一

人
に
か
か
り
ま
す
。
保
険
料
額

＝
図
１
＝
は
被
保
険
者
一
人
一

人
が
均
等
に
負
担
す
る
「
均
等

　

改
元
前
に
発
行
し
た
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
係
る
被
保
険
者
証
及
び
納

付
書
な
ど
の
平
成
で
表
記
し
た

日
付
に
つ
い
て
、
法
律
上
の
効

果
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
５
月
１
日
の
改
元
以
降

も
引
き
続
き
ご
使
用
い
た
だ
け

ま
す
（
新
た
な
手
続
き
は
不
要

で
す
）
。

　

新
元
号
を
要
因
と
す
る
被
保

険
者
証
な
ど
の
再
発
行
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

割
額
」
と
被
保
険
者
の
前
年
の

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所

得
割
額
」
の
合
計
額
と
な
り
ま

す
。

　

保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

　

所
得
の
低
い
方
に
対
す
る
保

険
料
の
軽
減
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
軽
減
の
適
用
に
は
所
得
の

申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

①
【
均
等
割
額
の
軽
減
】
同

じ
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

役
場
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
港
年
金
事
務

所
☎
0３–

５
４
０
１–

３
２
１

１
ま
た
は
村
民
課
住
民
年
金
係

☎
⑤
０
９
０
４
。

度
の
被
保
険
者
全
員
と
世
帯
主

の
「
総
所
得
金
額
等
を
合
計
し

た
額
」
を
も
と
に
均
等
割
額
を

軽
減
し
て
い
ま
す
。

　

国
に
よ
り
特
例
と
し
て
実
施

さ
れ
て
き
た
総
所
得
金
額
な
ど

の
合
計
額
が
３３
万
円
以
下
の
方

の
軽
減
＝
表
１（
※
２
）＝
は
、

介
護
保
険
料
軽
減
の
拡
充
や
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給

と
合
わ
せ
て
見
直
さ
れ
ま
し

た
。

　

②
【
所
得
割
額
の
軽
減
（
東

京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
独
自
の
政
策
）
】
被
保
険
者

本
人
の
「
賦
課
の
も
と
と
な
る

所
得
金
額
」
＝
表
２
＝
を
も
と

に
所
得
割
額
を
軽
減
し
て
い
ま

す
。

　

③
【
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の

軽
減
】
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
対
象
と
な
っ
た
日
の
前
日
ま

で
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
（
国

保
・
国
保
組
合
は
除
く
）
の
被

扶
養
者
だ
っ
た
方
の
均
等
割
額

は
加
入
か
ら
２
年
を
経
過
す
る

月
ま
で
５
割
軽
減
、
所
得
割
額

は
当
面
の
間
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

低
所
得
に
よ
る
均
等
割
額
の

軽
減
＝
表
１
＝
に
該
当
す
る
場

合
は
軽
減
割
合
の
高
い
方
が
優

先
さ
れ
ま
す
。

　

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ

ー
☎
０
５
７
０–

０
８
６–

５

１
９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
７
０–

０

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
に
つ
い
て
は
今
年
度
一

斉
更
新
が
あ
り
ま
す
。
一
斉
更

新
で
の
新
し
い
被
保
険
者
証
は

新
元
号
の
表
記
と
な
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
課
保
険

係
☎
⑤
０
９
０
４
。

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
な
ど

の
申
請
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
の

ま
ま
で
、
万
一
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
は
保
険
料

の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
と

な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や

50
歳
未
満
の
方
が
申
請
で
き
る

「
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま

８
６–

０
７
５

（
土
、
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前

９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
）
。

　

個
別
の
問
い
合

わ
せ
は
三
宅
村
村

民
課
保
険
係
☎
⑤

０
９
０
４
。

※１　�賦課のもととなる所得金額とは、前年の総所得金額及び山林所得金額並び
に株式・長期（短期）譲渡所得金額等の合計から基礎控除額３３万円を控除
した額です（雑損失の繰越控除額は控除しません）。

＊�６５歳以上（平成３１年１月１日時点）の方の公的年金所得につ
いては、その所得からさらに１５万円（高齢者特別控除額）を
差し引いた額で判定します。ただし、この１５万円（高齢者特
別控除額）は所得割額の計算では適用されません。

＊�世帯主が被保険者でない場合でも、世帯主の所得は軽減を判
定する対象となります。

＊�世帯の判定は毎年度４月１日時点（年度の途中に東京都で資
格取得した方は資格取得時）で行います。

＋ ＝被保険者１人当たり
４３，３００円

均等割額
賦課のもととなる
所得金額�※１

×所得割率８．８０％

所得割額
１００円未満切捨て
（限度額６２万円）

保険料額(年額)

図１

賦課のもとと
なる所得金額

軽減
割合

１５万円以下 ５０%
２０万円以下 ２５%

表２

総所得金額等の合計が下記に該当する世帯 軽減割合
３３万円以下で被保険者全員が年金収入８０万
円以下で、かつ、その他の所得がない

８割
※２

３３万円以下で上記８割軽減の基準に該当しない ８．５割
３３万円＋（２８万円×被保険者の数）以下 ５割
３３万円＋（５１万円×被保険者の数）以下 ２割

表１み
ん
な
の

国
民
年
金

国
民
年
金

雨
に
知
っ
て
お
き
た
い
健
康
管
理

梅

中
央
診
療
所
医
師

長
岡
　
真
梨
子

保
険
料
、軽
減
な
ど
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

改
元
に
伴
う
保
険
各
種
に
つ
い
て

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
三
宅
村
役
場
臨
時
庁
舎
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
】
放
送
内
容
を
確
認
し
た
い
場
合
は
２４
時
間
自
動
音
声
案
内
☎
０
４
９
９
４
⑥
０
８
１
３
。

５
月
は
保
育
料
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
の

納
付
月
。５
月
３１
日
㈮
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

５
月
は
保
育
料
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
の

納
付
月
。５
月
３１
日
㈮
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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昨
年
12
月
に
大
好

評
で
開
催
し
た
富
士

鷹
な
す
び
さ
ん
の
野

鳥
イ
ラ
ス
ト
講
座
。

実
は
な
す
び
さ
ん
の

イ
ラ
ス
ト
は
役
場
や

郷
土
資
料
館
に
学

の
イ
ラ
ス
ト
。
こ
れ
が
な
す
び

さ
ん
の
作
品
で
す
。
今
、
そ
の

な
す
び
さ
ん
の
と
っ
て
お
き
の

イ
ラ
ス
ト
を
集
め
た
原
画
展
を

ア
カ
コ
ッ
コ
館
で
開
催
中
で

す
。
野
鳥
の
特
徴
を
デ
フ
ォ
ル

メ
し
た
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
イ
ラ

ス
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

期
間
は
６
月
９
日
㈰
ま
で
、

最
終
日
に
は
な
す
び
さ
ん
に
よ

る
イ
ラ
ス
ト
講
座
も
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

８６

三
宅
島
自
然
だ
よ
り

「�

面
白
い
野
鳥
イ
ラ
ス
ト

が
い
っ
ぱ
い
！
」

で
見
ら
れ
る
の

を
知
っ
て
い
ま

す
か
？

　

こ
れ
ら
の
場

所
に
掲
示
い
た

だ
い
て
い
る

「
野
鳥
の
子
育

て
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
：
み
ま

も
っ
て
、
野
鳥

の
子
育
て
」
の

ポ
ス
タ
ー
に
描

か
れ
た
愛
ら
し

い
野
鳥
の
ヒ
ナ

校
、
さ
ら
に
は
温
泉
や
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
多
く
の
場
所

　

平
成
３1
年
４
月
よ
り
三
宅
村

の
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の
給

食
費
が
無
償
化
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
育
て
支
援

を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め

に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
教
育

委
員
会
学
校
教
育
係
☎
⑤
０
９

５
２
。

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
が
、
三

宅
村
内
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

た
際
の
料
金
の

一
部
を
助
成
し

ま
す
。

　

▽
対
象
者
＝

身
体
・
知
的
・

精
神
障
害
者
手

帳
の
い
ず
れ
か

を
お
持
ち
の
方

で
次
の
項
目
に

該
当
す
る
方
①

三
宅
村
に
住
所

を
有
し
、
居
住

し
て
い
る
こ
と

②
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
こ
と

　

▽
助
成
額
＝
①
【
対
象
者

　

４
月
４
日
㈭
、

阿
古
漁
港
港
内
に

お
い
て
、
東
京
都

の
漁
業
調
査
指
導

船
「
や
し
お
」
の

公
開
式
典
お
よ
び

住
民
へ
の
一
般
公

開
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
公
開
行

事
は
、
旧
「
や
し

お
」
の
老
朽
化
に

伴
う
新
造
船
の
お

披
露
目
で
あ
り
、

兄ちゃんと一緒に仲良く
元気に！みんなの笑顔の
源になってね♪
目指せ為朝のような伝説
の男!!

【申込み方法】写真（データ）・名前（ふりがな付）・性別・生
年月日・保護者からのメッセージ（約４０字）に、保護者氏名と連
絡先を添えて企画財政課へ持参かメール（件名：みやけの宝）を
miyake03@vill.miyake.tokyo.jpへ送信。
【対象】２歳未満。※写真は返却できません。

平
ひ ら

野
の

 源
げ ん

太
た

 くん
誕生日：平成３０年
� ３月２９日（伊ヶ谷）

メッセージ

　

三
宅
高
校
に
て
、
２
つ
の
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
①
「
理
科
実
験
教
室
～

Science English Camp

～
」

　

▽
内
容
＝【
第
１
回
】顕
微
鏡

を
使
っ
て
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
覗

い
て
み
よ
う【
第
２
回
】微
生
物

を
採
取
し
て
観
察
し
て
み
よ
う

　

▽
日
時
＝【
第
１
回
】７
月
2０

日
㈯
８
時
半
開
始
【
第
２
回
】

７
月
21
日
㈰
８
時
半
開
始
（
※

各
回
２
時
間
半
程
度
）

　

▽
費
用
＝
無
料

　

▽
定
員
＝
1０
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

　

▽
対
象
＝
小
学
５
・
６
年
生

　

▽
募
集
期
間
＝
５
月
１
日
㈬

か
ら
６
月
21
㈮
日
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）

　
②「
日
本
画
で
う
ち
わ
制
作
」　

　

▽
内
容
＝【
第
１
回
】用
具
・

手
順
説
明
、
打
ち
立
て
、
【
第

２
回
】
裁
断
、
へ
り
（
縁
）
付

け
、
や
す
り
掛
け
、
絵
付
け
、

鑑
賞
な
ど

　

▽
日
時
＝
【
第
１
回
】
７
月

1３
日
㈯
９
時
か
ら
1０
時
半
ま
で

【
第
２
回
】
７
月
2０
日
㈯
９
時

か
ら
12
時
半
ま
で

　

▽
費
用
＝
受
講
料
５
０
０

円
、
材
料
費
２
２
０
０
円
程
度

　

▽
定
員
＝
８
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

　

▽
募
集
期
間
＝
５
月
１
日
㈬

か
ら
６
月
1４
㈮
日
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）

　

参
加
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
代
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
詳
細
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

都
立
三
宅
高
等
学
校
（
〒
１
０

０–

１
２
１
１
三
宅
村
坪
田
４

５
８
６
）
☎
⑥
１
１
３
６
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
⑥
０
５
５
１
。

新
「
や
し
お
」
は
４
代
目
で

す
。

　

式
典
で
は
、
ま
ず
都
島
し
ょ

農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
の
小

金
井
毅
所
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

次
に
櫻
田
昭
正
村
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

閉
式
後
、
「
や
し
お
」
の
一

般
公
開
が
実
施
さ
れ
、
船
内
の

調
査
・
観
測
機
器
や
航
海
設
備

な
ど
が
多
く
の
住
民
に
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
や
し
お
」
は
都
の
島
し
ょ

農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
大
島

事
業
所
に
所
属
し
、
漁
業
振
興

を
目
的
と
し
て
資
源
調
査
・
漁

業
取
締
・
巡
回
指
導
な
ど
に
従

事
し
ま
す
。

（
身
体
手
帳
は
１
～
４
級
）
の

う
ち
、
平
成
３０
年
度
住
民
税
非

　

平
成
３1
年
度
心
身
障
害
者
巡

回
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

▽
対
象
＝
①
肢
体
②
視
覚
③

聴
覚
④
知
的

　

▽
開
催
日
時
＝
７
月
1９
日
㈮

午
前

　

▽
開
催
場
所
＝
伊
豆
避
難
施

設
　

▽
相
談
内
容
＝
①
手
帳
の
申

請
、
級
の
変
更
、
障
害
部
位
の

追
加
②
補
装
具
の
相
談

　

▽
申
し
込
み
期
限
＝
５
月
３1

日
㈮
ま
で

　

▽
申
し
込
み
＝
福
祉
健
康
課

福
祉
係
ま
た
は
各
出
張
所

　

※
相
談
人
数
を
早
め
に
確
定

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

例
年
よ
り
も
早
く
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
健
康
課

福
祉
係
☎
⑤
０
９
０
２
。

課
税
者
】
申
請
の
あ
っ
た
月
か

ら
来
年
３
月
ま
で
月
額
４
０
０

０
円
分
の
助
成
券
②
【
対
象
者

の
う
ち
、
平
成
３０
年
度
住
民
税

課
税
者
と
身
体
手
帳
５
・
６
級

を
お
持
ち
の
方
】
申
請
の
あ
っ

た
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
月

額
２
０
０
０
円
の
助
成
券

　

三
宅
村
役
場
ま
た
は
出
張
所

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
健
康
課

福
祉
係
☎
⑤
０
９
０
２
。

動
の
作
品
で
す
。

「
ひ
と
り
ご
と
」市

原
悦
子
著

　

一
輪
の
花
が
過
ご
し
た
舞
台

と
芝
居
へ
の
想
い
が
垣
間
見
え

る
エ
ッ
セ
イ
で
す
。

「
た
の
し
い
こ
と
を 

 

拾
っ
て
生
き
る
」

ま
り
げ
著

　

夫
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め

て
漁
師
に
転
身
。
大
人
気
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
が
書
籍
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

三
宅
村
図
書
館
☎
⑤
１
４
５

３
、
開
館
午
前
1０
時
～
午
後
５

時
、
水
曜
日
休
館
。

82

奨
学
資
金
申
請 

５
月
３１
日
ま
で

　

三
宅
村
で
は
奨
学
資
金
の
貸

付
申
請
を
５
月
３1
日
㈮
ま
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
島
外
へ
進
学
し
た
生

徒
・
学
生
を
対
象
に
島
嶼
出
身

学
生
証
明
書
（
使
用
期
限
は
発

行
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
３1
日

ま
で
）
の
発
行
を
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

　

詳
細
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
三

宅
村
教
育
委
員
会
☎
⑤
０
９
５

２
。新

着
本
の
紹
介

　

連
休
が
続
き
ま
す
が
、
図
書

館
で
ゆ
っ
た
り
時
間
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

「
お
や
さ
い
め
し
あ
が
れ
」

高
原
美
和
絵

　

あ
ま
い
ト
マ
ト
、
ゆ
で
あ
が

っ
た
ば
か
り
の
と
う
も
ろ
こ

し
。
家
族
で
楽
し
む
食
育
本
で

す
。
料
理
も
一
緒
に
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

「
さ
ざ
な
み
の
よ
る
」

木
皿
泉
著

　

命
の
き
ら
め
き
を
描
い
た
感

三宅島を代表する野鳥たち。
特別描きおろし版です。

４代目「やしお」で祝辞を述べる櫻田村長

イ
ベ
ン
ト
情
報

　４月～６月は上記以外もイベントも多数開催！詳しくは三宅島自然ふれあいセンターア
カコッコ館☎⑥0410、FAX⑥0458、ホームページの「アカコッコからの手紙」で検索。

イベント名 実施日 時間 実施場所 参加費・定員

おきがるバード 
ウオッチング
初心者でも参加できます。

５月３日（金・祝）・４日㈯
11日㈯・1２日㈰・18日㈯・

1９日㈰

９:00～
10:00

アカコッコ
館

入館料２00円�
・定員無し

大路池ガイドウオーク
池まで自然の見どころを
ご案内。

５月３日（金・祝）・４日㈯、
６日（月・祝）、11日㈯・
1２日㈰・18日㈯・1９日㈰

10:30～
11:30

アカコッコ館
※�大路池南�
桟橋で解散

入館料２00円�
・定員無し

心
身
障
害
者
の
巡
回
相
談
実
施

阿
古
漁
港
で

新「
や
し
お
」一
般
公
開

４
月
か
ら
給
食
費
を
無
償
化

都
漁
業
調
査
指
導
船

障害者のタクシー料金

三
宅

高
校

公
開
講
座
参
加
者
募
集

三
宅
村
小
・
中
学
校
で

一部を助成します村内
利用

広　報　み　や　け （4）2019年（令和元年）5月1日（第590号）


